

























(京都学園大学経営学部論集 第23巻 第号 2013年10月 1 頁〜31頁) 1










































































10) Sir Matthew Hale, A Discourse touching Provision for the Poor, London, 1683. 以後，『論説』
と略記。

























12) Ibid., preface, A2v.




















































15) Matthew Hale, op. cit., p. 2.
16) 43Eliz. Cap. 2.



























18) 43Eliz. Cap. 4.
19) 7Jac. Cap. 1.

















































































































































































































27) Ibid., pp. 11-12.


































































































































































































































































































































































































37) Matthew Hale, op. cit., p. 26.
労働不可能貧民の収容を主とするものであったと考えられる
38)
。
勤勉の教育はワークハウスよりも，学校等の他の制度において成功を収めて
いくのではなかろうか。
イギリス近世における貧民雇用論（乳原) 31
38) 乳原孝，前掲「18∼19世紀におけるロンドンの貧民とワークハウス」
